
8月6日㈭より17日㈪まで、ならびに8月26日㈬は
月忌参拝をお休みさせていただきますので、どうぞお寺にお参りください。

8月6日(木)より17日（月）まで月忌参詣および法事を
お休みさせていただきますので、どうぞお寺にお参りください

8月6日(木)より12日(水)の間でお盆参りに伺います。
（あらかじめハガキにて、参詣日をお知らせいたします。）

8月13日(木)より16日(日)の間は
朝8時から夕方6時まで納骨堂での読経を承ります。

おたる西別院だより
季刊 第113号

2015年（平成27年）7月（1）

伝灯奉告法要
【宗祖親鸞聖人があきらかにされた「浄土真宗のみ教え」（法灯）が専如ご門主に伝えられたことを

仏祖の御前に告げられるとともに、お念仏のみ教えが広く伝わることを願う法要です】

法要日程が決定　1日1座10期80日間

平成 28 年
第 1 期  10 月 1 日～ 10 月 8 日
第 2 期  10 月 20 日～ 10 月 27 日
第 3 期  11 月 4 日～ 11 月 11 日
第 4 期  11 月 18 日～ 11 月 25 日

平成 29 年
第 5 期  3 月 7 日～ 3 月 14 日
第 6 期  3 月 28 日～ 4 月 4 日
第 7 期  4 月 11 日～ 4 月 18 日
第 8 期  4 月 25 日～ 5 月 2 日
第 9 期  5 月 9 日～ 5 月 16 日
第10期  5 月 24 日～ 5 月 31 日



盂
蘭
盆
会

初
盆
法
要

ご
法
要
の
ご
案
内

本
堂
に
て
修
行
い
た
し
ま
す

日
時	
八
月
十
五
日（
土
）～
十
六
日（
日
）

	

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

日
時	

八
月
十
六
日（
日
）

	

午
前
十
一
時
よ
り

	

ご
法
話

	

小
樽
別
院
輪
番
　
富
永
　
眞
秀

　
昨
年
の
八
月
十
七
日
か
ら
今
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
期
間
で
葬
儀
を
執
り
行
わ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
に
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

～
小
樽
別
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
～

・
六
日
～
十
二
日
は
、
皆
様
の
ご
自
宅
に
お
盆
の
お
参
り
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

・
十
三
日
～
十
六
日
は
別
院
納
骨
堂
に
僧
侶
職
員
が
常
駐
し
て
お
り
ま
す
。

・
読
経
を
ご
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
お
布
施
を
ご
用
意
い
た
だ
き
読
経
後
に

僧
侶
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

・
納
骨
堂
で
の
読
経
希
望
の
方
は
、
各
フ
ロ
ア
に
待
機
し
て
い
ま
す
係
員

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
午
前
八
時
頃
か
ら
午
後
六
時
頃
（
閉
門
時
間
）
ま
で
に
参
拝
く
だ
さ
い
。

・
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
駐
車
場
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
公
共
機
関

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
参
拝
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
①
　
参
拝
に
つ
い
て

　
も
う
す
ぐ
お
盆
の
時
節
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
参
詣
者
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ
と
お
願
い
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
門
徒
の
皆
様

ご
遺
族
の
皆
様

2015年（平成27年）7月（2）



納
骨
堂
総
追
悼
法
要

秋
季
彼
岸
会

日
時	

九
月
二
十
日（
日
）

	

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

	

ご
法
話

	

十
勝
組
　
玄
誓
寺
　
上
本
　
周
司	

師

日
時	

九
月
二
十
一
日（
月
）～
二
十
三
日（
水
）

	

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

	

ご
法
話

	

十
勝
組
　
玄
誓
寺
　
上
本
　
周
司	

師

　
小
樽
別
院
納
骨
堂
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
門
徒
の
皆
様

に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
に
郵
送
い
た
し

ま
す
法
名
奉
呈
用
紙
を
ご
持
参
又
は
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

法
要
の
際
、
奉
呈
い
た
し
ま
す
。

納
骨
堂
読
経
中
止
時
間

　
十
五
日
　
午
後
一
時
～
二
時
十
五
分
ま
で

　
　
　
　
　
（
盂
蘭
盆
会
・
宗
祖
月
忌
法
要
・
永
代
経
法
要
の
た
め
）

　
十
六
日
　
午
前
十
時
四
十
五
分
～
十
一
時
四
十
五
分
ま
で

　
　
　
　
　
（
初
盆
法
要
の
た
め
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
二
時
十
五
分
ま
で

　
　
　
　
　
　（
盂
蘭
盆
会
・
宗
祖
月
忌
法
要
・
永
代
経
法
要
の
た
め
）

・
全
門
信
徒
の
皆
様
に
門
徒
会
費
（
維
持
費
）
の
ご
納
入
、
納
骨
堂
を

使
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
納
骨
堂
管
理
費
を
年
度
中
に
納
め
て

頂
い
て
い
ま
す
。
寺
務
所
ま
た
は
本
堂
（
お
盆
期
間
中
の
み
）
で
受

付
し
て
い
ま
す
。

・
納
骨
堂
の
お
供
物
は
ご
持
参
い
た
だ
い
た
方
が
、
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
暑
さ
の
た
め
、
お
供
物
が
傷
み
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
盆
期
間
が
終
わ
り
次
第
、
お
供
物
の
回
収
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

�

電
　
話
　
〇
一
三
四
（
二
二
）
〇
七
四
四

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
三
四
（
二
九
）
四
〇
八
〇

�

小
樽
別
院
寺
務
所
ま
で

そ
の
②
　
門
徒
会
費
（
維
持
費
）
と
納
骨
堂
管
理
費
に
つ
い
て

そ
の
③
　
お
供
物
に
つ
い
て

ご
門
徒
の
皆
様

納
骨
堂
を

使
用
の
皆
様

2015年（平成27年）7月（3）



常
例
布
教
ガ
イ
ド

あ
る
日
の
常
例
布
教
の
風
景
。
布

教
の
合
間
に
は
休
憩
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

会場はこちら！

門をくぐって…

廊下を進んで…

看板が見えたら…

ご法話

休憩中

誰
で
も
わ
か
る
！

2015年（平成27年）7月（4）

常
例
布
教

三
浦 

幸
生 

師

7
〜
11
日

13
〜
16
日

鹿
児
島
教
区

川
内
組�

安
国
寺

不
死
川 

昌
史 

師

大
阪
教
区

天
野
北
組�

明
教
寺

7
〜
11
日

13
〜
16
日

寺
垣 

信
晃 

師

北
海
道
教
区

空
知
北
組�

龍
泉
寺

藤 
清
道 
師

鹿
児
島
教
区

東
隈
組�

願
成
寺

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
来
院
さ
れ
る
布

教
使
の
方
よ
り
、
浄
土
真
宗
の
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
仏
さ
ま
の
お
話
を
、
ご
聴
聞
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

※
布
教
使
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
７
日
～
11
日
／
13
日
～
16
日

いつでも どこでも どなたでも
　各説教所では毎月例会を開いてお勤めと布教使の方より御法話をいただいています。
ぜひお近くの説教所までお越しください。

場
所
：
小
樽
別
院
内

時
間
：
14
時
～
15
時
半

8月

9月

彰心会� 若竹説教所

樹心会唯信講� 奥沢説教所

無量講� 小樽別院内

法友会� 新光説教所

日　時	 毎月 7日　午後 6時 30分
担当者	 西村

日　時	 毎月 10日　正午
担当者	 磯村

日　時	 毎月 9日　午後 6時
担当者	 本田、津田

日　時	 毎月 13日　午後 6時
担当者	 森
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今
年
の
親
睦
会
は
二
十
三
名
の
会
員
の
皆
様
と
前
進
座
の
公
演
「
如
月
の
華
」
を
観

劇
し
ま
し
た
。

　
観
劇
の
前
に
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
お
店
で
ゆ
っ
た
り
と
お
食
事
を
堪
能
し
て
、
観
劇
を

迎
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
劇
の
内
容
は
明
治
・
大
正
時
代
に
本
願
寺
に
お
い
て
仏
教
婦
人
会
の
創
設
、
社
会
活

動
に
尽
く
さ
れ
た
九
条
武
子
さ
ま
の
ご
生
涯
を
描
い
た
劇
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
武
子
さ
ま
は
大
正
三
美
人
の
一
人
と
謳
わ
れ
、

劇
中
に
お
い
て
も
武
子
さ
ま
が
初
め
て
登
場
す

る
場
面
で
会
場
が
「
わ
あ
っ
」
と
沸
き
あ
が
っ

た
の
が
印
象
的
で
す
。
当
時
の
世
間
で
も
武
子

さ
ま
は
話
題
の
人
で
あ
り
、
仏
教
婦
人
会
創
設

に
あ
た
っ
て
も
瞬
く
間
に
全
国
各
地
で
婦
人
会

が
創
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
お
念
仏
に
生
き
ら
れ
た
四
十
二
年
の
ご
生
涯

を
、
た
だ
劇
と
し
て
見
る
の
で
な
く
、
私
た
ち

の
中
に
連
綿
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
思
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
、
あ
り
が
た
い
ご
縁
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
婦
人
会
の
親
睦
会
で
は
毎
年
、
日
帰
り
の
旅

行
を
中
心
に
企
画
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
も
た
れ

た
方
は
お
気
軽
に
職
員
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
　
時	

毎
月
七
・
十
五
日

	

午
後
一
時
（
七
日
）

	

午
前
十
一
時（
十
五
日
）

	

※
コ
ー
ラ
ス
の
み
の
時
は
午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら

場
　
所	

会
館
ホ
ー
ル

仏
教
婦
人
会�

親
睦
会
の
ご
報
告

・
日
時	

九
月
六
日
（
日
）

	

午
後
一
時
三
十
分

・
場
所	

若
竹
説
教
所

　　
少
し
早
め
の
お
知
ら
せ
で
す
が
、

若
竹
説
教
所
で
報
恩
講
を
修
行
い

た
し
ま
す
。

若
竹
地
区
の
物
故
者
追
悼
法
要
も

修
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
遺
族

の
皆
様
は
お
参
り
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
法
要
の
後
に
は
、
美
味
し
い
お

斎
を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
多
く
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

彰
心
会
報
恩
講
の

お
知
ら
せ

十九日講
　場所／別院ホール	 日時／毎月 19日　11:30 ～ 13:30
　法話を聞いて一緒にお昼ご飯をいただきます。	 担当者：森

日曜仏教講座
　場所／ 3階会議室	 日時／第 3日曜日　9:30 ～ 10:30
　配布テキストにて進行	 担当者：櫻井

仏教がやがや会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 15日　19:00 ～ 20:30
　布教使の方より御法話を聞かせていただきます	 担当者：磯村・西村・津田

会員募集中
おつとめ教室
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 1~2回	火曜日	14:00 ～ 15:30
　おつとめミニ知識満載です	 担当者：磯村・本田

お茶サークル
　場所／浄縁塔お茶室	 日時／毎月第 1・3月曜日	10:00 ～ 15:00
　お越しの方には、お抹茶を振る舞います	 担当者：磯村・西村・津田

お気軽に。

仏教壮年会 日　時	 毎月 6日 / 午後 6時～ 7時（1時間）

場　所	 三階会議室

例
会
の
ご
案
内

例会の
ご案内



「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者までご連絡ください。広告募集
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今
年
で
三
回
目
と
な
る
団
体
参
拝
は
、
札
幌
、
旭
川
の
お
寺
に
参
拝
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
職
員
を
合
わ
せ
て
計
三
十
五
名
が
参
加
で
す
。
事
故
や
怪
我
と

い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
予
定
よ
り
も
早
く
移
動
で
き
ま
し
た
。

　

昔
、
修
学
旅
行
で
層

雲
峡
を
観
光
さ
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
い
ざ
訪
れ
て
み

る
と
、
層
雲
峡
の
雄
大

な
景
色
を
見
逃
す
ま
い

と
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の

解
説
を
聞
き
つ
つ
、
風

景
に
見
入
っ
て
い
た
お

姿
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　

今
回
の
札
幌
別
院
・
旭
川
の
永
樂
寺
を
参
拝
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
各
寺
院
の
沿
革
を
聞
い
て
お
り

ま
す
と
、
今
日
ま
で
の
道
の
り
は
と
て
も
厳
し
い

も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
北
海
道
に
お
け
る
浄
土

真
宗
の
開
教
の
歴
史
は
百
五
十
年
に
も
満
た
な
い

た
め
、
他
の
地
域
と
比
べ
る
と
歴
史
は
浅
い
訳
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
団
体
参
拝
を
通
じ
て
、

改
め
て
現
在
の
小
樽
別
院
が
あ
る
の
も
、
ご
門
徒

の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
ど
こ
へ
参
拝
致
し
ま
し
ょ
う
か
？
皆
様

の
ご
意
見
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
い
き
ま
し
た
！
団
体
参
拝
三
回
目
、
今
年
は
札
幌
、
旭
川
！

札
幌
別
院
・
永
樂
寺
団
体
参
拝

※去る 5月 24 日、今年も小樽別院にて宗祖降誕会を修行致しました。　

詳細については別紙に記載しております。宗祖降誕会報告

永樂寺の外観
札幌別院でのお参り

男山酒造館にて
記念撮影

もちろん夜は
宴会です

美瑛などの雄大な景色

0120-27-18019

小樽市稲穂３-２-１０
（当社向い 中央バス中央通りバス停そば）
Tel ０１３４-２２-１８０１

（携帯電話等からもご利用戴けます。）

安心と信頼 全葬連 if 共済会『if ネット北海道』真心をモットー
伝統工芸 京仏壇・京仏具
創業天保元年
www.wakabayashi.co.jp

楽天市場「お仏壇ショップ」
http://www.rakuten.co.jp/kyo-butsudan

一

二日目

日目



編
集
後
記

　衣替えも終わり、すっかり夏らしい暑い日々が続いています。降
誕会・団体参拝と行事が続き、6月まであっという間に過ぎ去った
ような気がします。無事に行事を終えられたことは、仏婦・仏壮を
はじめ多くの門信徒の方々や双葉高校などの関係者のおかげである
かと思います。これからも多くの門信徒の皆様に参拝していただけ
るように頑張りたいと思います。たくさんのご意見お待ちしており
ます。� （本田）

門徒委員�
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
本田　　浄
津田　造士

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

10134−22−0744
50134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先
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小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先

が
不
明
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提

出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
代
表
者
ま
た
は

　
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

②
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が

　
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、
ご
本
人
の
署

名
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合
は
、
ご

希
望
の
日
時
で
の
納
骨
や
ご
法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
事
前
に
別
院
に
日
程

や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

電　

話　

〇
一
三
四
（
二
二
）〇
七
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
三
四
（
二
九
）四
〇
八
〇

小
樽
別
院
寺
務
所
ま
で

	8/  1 ㈯	～	8/15 ㈯ 本田

	8/16 ㈰	～	8/31 ㈪ 津田

	9/  1 ㈫	～	9/16 ㈬ 西川

	9/17 ㈭	～	9/30 ㈬ 岡﨑

●テレホン法話担当表

小樽別院よりのお願いとお知らせ

物
品
寄
贈
　
御
礼

●
音
響
機
器
一
式

　
・
ス
ピ
ー
カ
ー	

二
台

　
・
ア
ン
プ		

一
台

　
・
マ
イ
ク	

一
本

	

濱
本
清
子
様

	

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

大
事
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

別
院
門
徒物故

者

（
平
成
二
十
七
年 

五
月
二
十
三
日
現
在
）

大　

原　

美　

佐

髙　

柳　

良　

夫

太　

田　
　
　

勝

帰　

山　

郁　

子

青　

木　

ミ　

エ

辻　
　
　

髙　

子

石　

丸　

澄　

子

光　

廣　

國　

夫

梅　

本　
　
　

勉

本　

江　

元　

明

伴　
　
　

秀　

子

宇　

野　

美
佐
緒

石　

栗　

四　

郎

大　

貫　

静　

雄

北　

飯　

セ　

ツ

室　

谷　

和　

嘉

三　

浦　

勝　

行

白　

髪　
　
　

一

長
谷
川　

テ　

ル

小　

野　

ス
ヱ
子

（
敬
称
略
）

通
夜･

葬
儀
の

ご
案
内

　
小
樽
別
院
会
館
ホ
ー

ル
に
て
通
夜
・
葬
儀
会
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

亡
き
方
が
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
縁
を
ぜ
ひ
お

寺
に
て
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
寺
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▶
小
会
場
も
ご
ざ
い
ま
す

　〈
20
名
程
度
〉

小樽別院
四角形



～まこと（いのち）の保育を行っています～

小樽幼稚園

ぜひ幼稚園に遊びに来てください。

見学随時受付中

0134-22-6536
0134-22-6537

避難訓練春の遠足

花まつり

新制度の特徴

①小樽市より支給認定証が発行されます。
②保育料は市民税納付額によって
　5段階に区分され決定します。
③入園料は徴収しません。

毎週火曜日 
10時～12時

満2歳～就園未満の児童
対象者

小樽幼稚園は
「子ども・子育て支援新制度」に
移行し、施設給付型幼稚園になりました。

プレ保育
若干名
募集中

4月より

お弁当
おいしい～

甘茶を
かけます

年中組（4歳児）途中入園可

http://www.otaru-youchien.com/http://www.otaru-youchien.com/ホームページアドレス　
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